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各戸訪問の進捗状況（6月30日時点）

平成29年５月29日～平成29年９月30日（予定）

＜訪問軒数＞約12,000世帯（約30％）
＜訪問人数＞社員のべ 306人

柏崎市と刈羽村にお住まいの皆さま約41,000世帯

本社、新潟本部、柏崎刈羽原子力発電所、
信濃川事業所、信濃川電力所の社員

実施期間

訪問対象

訪問者

訪問実績

●新潟本社の社員が、柏崎市、刈羽村の皆さまのご家庭を戸別に訪問させて
いただき、ご意見やご要望を直接お伺いするとともに、発電所視察のご案
内や安全対策等の取り組みをご説明する活動を実施。

●今年も昨年同様、審査会合の状況や安全対策等の取り組みについてお伝え
するとともに、免震重要棟の耐震性に関する問題について経緯や原因をご
説明し、地域の皆さまにご心配をおかけしていることに対してお詫びさせ
ていただく。



2
主なご意見

●地域を廻って説明することは、「内容」よりも「姿勢」として
大切だと思います。このような活動を頑張って下さい。

●免震重要棟の問題については、５号機原子炉建屋内緊急時対策
所が新規制基準を満足するという安心情報をきちんと伝えるこ
とが大切。

●訪問活動の積み重ねが理解へと繋がると思う。

●現在ある設備は有効に使い、時期がきたらしっかりと廃炉に向
かって進めてほしい。

●昔から体質が変わっていない。

●企業体質について種々の改善はされているが、結果がよく見え
ない。

※
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各戸訪問の資料及び訪問時の様子

「安全対策パンフレット」

「柏崎刈羽原子力発電所敷地内の断層について」

「東京電力通信」


